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02 ピッキングの効率化

紙ベースの作業のため指示書の作成に時間

を要し、チェック漏れ等によるミスも生じ

ている。

在庫管理の非効率

1000品目以上の原材料を紙とExcelで管理して

おり、月末の棚卸にも多くの人員と作業時間を

要している。

具体的な課題 伴⾛⽀援取組内容

ピッキングシステムの構築支援

在庫管理システム試験導入

ミスの解消や作業の効率化を図るためのバー

コードを活用したピッキングシステムの開発

に向け、課題抽出やシステムの要件定義を検

討。

複数システムの比較や無料トライアルを実

施し、全社導入の前に小規模部門での試験

的な導入に向け検討。

在庫管理とピッキング業務のデジタル化による業務効率化

所在地 三重県桑名市蓮花寺396番5

従業員数

53％

オーケーズデリカ株式会社

58%

テーマ

得られる成果（未来予測）

DX推進企業

DXチャレンジのきっかけ

約230名

事務部門のデジタル化が進む一方、現場の在庫管理はアナログなままでした。在庫数を確認するために、その都度

白衣に着替えて冷蔵庫まで目視しに行くといった移動ロスが常態化しており、この「現場の当たり前」となってい

る非効率を解消したいと考えたのがきっかけです。外部の専門家による伴走支援を受けることで、自社の運用に真

に適したデジタル化の形を見極めたいと考え、本事業への参加を決意しました。

DX推進度の変化

棚卸時間の   　    や在庫の

ピッキングの  　　　   ·ミスの

削減

効率化 未然防止

可視化

今回の支援を通じて、自社の業務フローやDXへの要望を

客観的に整理でき、具体的なシステム提案をいただけた

ことが大きな収穫でした。専門家との対話により、現場

の課題やデータ活用の方向性が明確になった点は非常に

印象的です。現在は支援内容をもとに、自社に最適な導

入形態を引き続き検討しています。

一足飛びの導入ではなく、着実にステップを踏むための

重要な指針を得ることができました。

DXはツールの導入がゴールではなく、まずは自社の課題

を正しく認識することから始まると実感しました。現場

の当たり前の中に潜む非効率を、外部の視点を借りて可

視化するだけでも大きな一歩です。たとえすぐにシステ

ム導入に至らなくても、業務を整理し、自社に最適な形

を慎重に見極めるプロセス自体が、次の一手を打つため

の確かな土台となります。まずは現状を見つめ直し、自

社に合った歩みを進めていくことをお勧めします。

今後DXにチャレンジする企業へのメッセージ企業担当者の声
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01事例紹介

三重県雇⽤経済部産業イノベーション推進課（令和8年3月作成）

DX推進企業

~30％：DX準備企業 〜79％：DX推進企業 〜100％：DX先進企業
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